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長かったようで、あっという間に感じられた前期前半も今

日で一区切りを迎えました。 

７月 11日（土）に開催した学校説明会では、多くの小学

生とその保護者の皆様をお迎えしました。授業の様子を公開

するとともに、音楽集会では全校生徒による「讃歌」の初合

わせを披露しました。仲間と意見を交わしながらよりよい合

唱を創り上げようとする姿勢や、一人一人が心を合わせて一

生懸命に歌う姿は、本校が大切に受け継いできた伝統そのも

のです。見学に訪れた小学生にとって附中生への憧れを抱く

きっかけとなるとともに、生徒たち自身も、自分たちの学校のよさを改めて実感する機会となりました。 

いよいよ夏休みが始まります。普段の学校生活では得られない経験ができる貴重な時間です。ぜひ、自分の興

味や関心を広げることに挑戦するとともに、家族や地域の方々との時間も大切にし、一人一人にとって充実した

夏休みとなることを願っています。 

 

一流たるを目指して  

～7/23牧野校長先生のお話より～ 

これまで、学校目標の「たくましく 心豊かな 地球市民」の「たくましく」の部分について話をしてきまし

た。「たくましく」には、身体のたくましさや心のたくましさがありますが、夢をあきらめない心のたくましさ

を育むには、「自主」と「克己」が大切であると話しました。また、「克己」を発揮しているすごい人はどんな人

かについても考えましたが、WBCの日本対ベネズエラ戦の敗戦の原因としてバッシングを受けた伊藤大海選手の

話をもとに、弱い己に打ち克てる人がすごい人であること、さらに常に一流たるを目指すことが大事だというこ

とを話しました。 

みなさんはその後、一流たるを目指すことができましたか。 

先日の学校説明会のときに、私は何人かの一流たるを目指す人を見たり、聞いたりすることができました。体

育館へつながる暑い廊下に膝をついて雑巾がけをしている人や、決してきれいとはいえないトイレの流しや便器

を丁寧に磨いている人、外でヒマラヤ杉の針のような葉っぱを一生懸命集めている人がいました。また、公開授

業の時間には、友と考えを交わしながら真剣に学ぶ人や、附属中の合唱を感じてもらうために「讃歌」を一生懸

命歌う人、そして、音楽集会退場の際には、小学生が感想を発表する時間を大切にしようと無言で退場し、小学

生の発言に温かい拍手を送る姿もありました。一つの行事でこんなに多くの一流たるを目指している人に出会え

たことに本当にうれしくなりました。そして、このような姿は特別な場面だけではなく、日頃の学校生活の中に

もたくさん見られます。夏休み明けも、ぜひ常に一流たるを目指してほしいと思います。 

本校では、総合的な学習の時間に力を入れています。多くのグループが松本市をよりよくしようと、様々な分

野で活動しています。これを見てください、これは７月１５日の「市民タイムス」に掲載された記事ですが、あ

る市民が市長への手紙を書き、松本市の湧水をさらに良くしようと、花いっぱい運動発祥地である松本の花を浮

かべたいというアイディアが実現したものです。みなさんも一生懸命取り組んだものがこのように実現できたら

どうでしょうか。この方は、市長への手紙という手段を使いましたが、NEXT MATSUMOTO GATEという企画があ

り、松本市は市民の意見を求めています。ぜひ、参加して意見を発信してみるのもよいかもしれません。 

 

 



さて、いよいよ休み明けから、学校目標の「心の豊かさ」「地球市民」について話を進めていきます。そのた

めには、やはり「いじめを許さない」ことが私は重要だと思っています。これはみなさんのアンケートの結果で

す。「いじめを許さない学校になっているか」について、「そう思う」と回答している人がどのくらいいると思い

ますか。実は 35.3%しかいません。 

 

そして、休み時間や授業外の時間についてはどうかという質問になると、「そう思う」は 25.3％しかいませ

ん。これでよいのでしょうか。みなさんと一緒に「いじめを許さない」学校について考えていきたいと思ってい

ます。 

 

 

最後に、連絡があります。夏休み明けから、「放課

後自学室」を開設します。部活動のあった日、その

時間に図書館で行います。自ら学ぼうとする人が利

用可能です。一切無言です。「克己」する仲間の姿に

刺激を受けながら、自分自身の学びを深めてほしい

と思います。これで、校長講話を終わります。 


